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インターネット
情報提供サービス
SNS やウェブサイトで様々
な情報発信を行っています。
ぜひ、ご覧ください。

情報メール「つながるのおがた」

緊急情報、イベント情報など

アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!

■世帯数　27,404 世帯（ ＋ 92）

　令和 3 年 9 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　56,042 人（ － 336）
　〔うち外国人 582 人〕
　　男　26,435 人  （ － 206）
　　女　29,607 人  （ － 130）
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石
炭
輸
送
の
主
役
交
代

　

地
底
深
く
か
ら
坑
夫
た
ち
が
苦
労
し
て

掘
り
出
し
た
石
炭
も
消
費
者
に
届
け
な
け

れ
ば
商
品
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
以
前
か
ら
年
貢
米
や
木
材
な

ど
の
重
量
物
の
大
量
輸
送
に
活
躍
し
た
の

は
多
数
の
支
流
を
有
す
る
遠
賀
川
水
系
を

利
用
し
た
川
舟
に
よ
る
水
運
で
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
っ
て
筑
豊
炭
田
の
開
発

が
進
む
と
「
川
ひ
ら
た
」「
五
平
太
舟
」
と

呼
ば
れ
た
川
舟
が
石
炭
輸
送
を
独
占
し
て

い
ま
し
た
。

　
洪
水
、
渇
水
の
影
響
を
受
け
る
川
舟
は

明
治
二
四
（
１
８
９
１
）
年
の
筑
豊
興
業

鉄
道
開
通
後
は
衰
退
し
交
代
し
ま
し
た
が

直
方
市
内
に
は
川
舟
に
関
す
る
当
時
の
遺

跡
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　
浅
原
歳
松
君
碑
（
植
木
）

　
Ｊ
Ｒ
九
州
・
筑
前
植
木
駅
の
北
の
光こ

う
だ田

踏
切
を
西
へ
渡
っ
て
右
折
し
鞍
手
町
へ

向
か
う
道
路
左
手
の
墓
地
内
に
あ
る
大

き
な
石
碑
で
す
。

　

浅
原
歳
松
は
川
舟
船
頭
の
頭
領
で
、
地

域
社
会
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
人
で
し
た
。

　

碑
に
は
金
文
字
が
新
し
く
入
っ
て
お

り
、
台
石
に
は
当
時
の
川
舟
船
頭
た
ち

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

川
船
頭
団
体
寄
進
の
灯
篭（
植
木
天
満
宮
）

　
植
木
の
天
満
宮
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
参

道
の
左
右
に
あ
り
ま
す
。

　
川
舟
船
頭
の
団
体
が
寄
進
し
た
も
の
で
、

明
治
二
四
年
の
筑
豊
興
業
鉄
道
開
通
の

二
年
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

金
毘
羅
宮
（
植
木
天
満
宮
境
内
）

　
前
記
の
灯
篭
か
ら
道
路
の
下
を
く
ぐ
っ

て
本
殿
へ
上
が
る
右
側
に
あ
り
ま
す
。

　
金
毘
羅
宮
は
海
上
交
通
の
守
護
神
と
し

て
全
国
の
海
運
業
者
の
信
仰
を
集
め
、香
川

県
琴
平
町
の「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
が
有
名

で
す
が
遠
賀
川
の
川
舟
船
頭
た
ち
も
水
上

交
通
の
安
全
を
祈
願
し
た
名
残
り
で
す
。

　
博
識
稲
荷
神
社
境
内
の
小
石
碑

津
田
町
の
博
識
稲
荷
神
社
（
通
称
・
外ほ

か
ま
ち町

の
お
稲
荷
さ
ん
）
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
す

ぐ
左
側
に
川
舟
船
頭
の
寄
進
を
示
す
小
さ

な
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
日
の
出
橋
西
口
の
双
子
銀
杏
は
冬
場
に

川
霧
が
濃
い
と
き
の
川
舟
船
頭
た
ち
の
目

印
で
、
す
ぐ
近
く
の
稲
荷
神
社
も
水
運
安

全
の
信
仰
対
象
で
し
た
。

  
直
方
文
化
財
散
歩
・
記
念
碑
巡
り

  
石
炭
輸
送
の
川
舟
船
頭
の
遺
跡

第第 8080 回回

川舟船頭団体寄進の灯篭
（植木・天満宮境内）

川舟船頭頭領・浅原歳松の碑
（植木・光田踏切付近墓地内）

川舟船頭が信仰した金毘羅宮
（植木・天満宮境内）
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